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は
じ
め
に

本
稿
は
、
流
通
経
済
大
学
所
蔵
祭
魚
洞
文
庫
『
百
人
一
首　
全
』（
以
下
、
本
資
料
）
の
紹
介
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
資
料
は
、
表
紙
に
『
百
人
一
首　
全
』
と
の
題
箋
が
付
さ
れ
た
版
本
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
ほ
と

ん
ど
注
目
さ
れ
て
も
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

本
資
料
は
、「
百
人
一
首
」
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
百
人
一
首
作
者
の
絵
（
い
わ
ゆ
る
歌
仙
絵
）
の
み
が
百
人
一
首
の

番
号
順
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
一
般
的
に
は
、
百
人
一
首
絵
と
は
、
少
な
く
と
も
百
人
一
首
の
「
歌
」
と
歌

仙
絵
と
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
指
し
、
そ
の
上
で
他
の
内
容
も
付
加
さ
れ
て
い
る
も
の
も
ふ
く
め
、「
百
人
一
首
絵
」
と
称

し
て
い
（
（

（
注る
。
百
人
一
首
絵
を
上
述
の
よ
う
に
解
釈
し
た
と
き
、
本
学
所
蔵
の
『
百
人
一
首　
全
』
に
は
絵
し
か
な
い
た
め
、
一
般

的
な
「
百
人
一
首
絵
」
の
定
義
か
ら
は
逸
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

資
料
・
調
査

流
通
経
済
大
学
所
蔵
　
祭
魚
洞
文
庫
『
百
人
一
首
　
全
』

	

和
　
田
　
律
　
子
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以
前
、
本
学
図
書
館
元
職
員
高
橋
柏
氏
（
故
人
）
か
ら
、
本
資
料
に
つ
い
て
、
近
世
期
に
非
常
に
多
く
の
種
類
が
出
版
さ
れ
た

往
来
物
の
一
種
で
、
上
流
階
級
の
子
女
の
手
習
い
用
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
、
い
わ

ゆ
る
異
種
百
人
一
首
の
往
来
物
の
な
か
に
、
本
資
料
の
よ
う
な
絵
だ
け
の
「
百
人
一
首
」
が
存
在
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
百
人
一
首
お
よ
び
百
人
一
首
絵
研
究
の
専
門
外
の
稿
者
に
よ
る
粗
い
調
査
で
あ
る
の
で
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
管
見
に

入
っ
た
限
り
で
は
、
そ
の
よ
う
な
、
絵
だ
け
の
「
百
人
一
首
」
は
み
つ
か
っ
て
い
な
い
。

本
資
料
は
、
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
近
世
後
期
の
版
本
で
大
本
で
あ
る
。
表
紙
は
薄
茶
色
紙
表
紙
で
、
全
体
に
二
重
格
子
に
梅

が
枝
が
雲
母
刷
り
で
配
さ
れ
、
中
央
に
「
百
人
一
首　
全　

鳥
井
清
長
画
」
の
墨
書
題
箋
が
付
さ
れ
る
。
墨
書
は
こ
の
題
箋
の
み
で
、

本
紙
に
は
奥
書
そ
の
他
一
切
な
い
。
そ
の
た
め
、
墨
書
の
筆
者
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
題
箋
は
後
に
貼
付
さ
れ
た
可
能
性

も
十
分
に
あ
る
。
文
字
は
江
戸
後
期
筆
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
本
紙
は
、
半
丁
に
百
人
一
首
作
者
一
人
の
絵
が
刷
ら
れ
る
。
す

べ
て
の
絵
が
半
丁
の
下
半
分
に
置
か
れ
て
い
る
。
絵
は
人
物
の
み
で
、
衣
裳
の
文
様
・
御
簾
や
畳
の
縁
な
ど
が
丁
寧
に
描
写
さ
れ

て
い
る
。
女
性
の
十
二
単
や
裳
の
描
写
も
詳
細
で
、
す
べ
て
淡
彩
で
刷
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
か
ら
見
て
、
良
質
の
版
本
で
あ
り
、
本
資
料
は
作
成
当
初
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
持
ち
主
に
大
切
に
扱

わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
不
明
な
点
も
多
い
が
こ
こ
に
資
料
を
紹
介
し
、
大
方
の
ご
教
示
を
賜
り
た
く
考

え
る
次
第
で
あ
る
。

流
通
経
済
大
学
図
書
館
所
蔵
祭
魚
洞
文
庫
に
つ
い
て

祭
魚
洞
文
庫
は
、
渋
沢
敬
三
旧
蔵
の
文
庫
で
あ
る
。
渋
沢
敬
三
は
、
渋
沢
栄
一
の
孫
、
日
本
銀
行
総
裁
、
大
蔵
大
臣
等
を
歴
任

し
、
日
本
の
経
済
界
を
代
表
す
る
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
文
化
事
業
に
も
強
い
関
心
を
も
ち
、
と
く
に
、
民
俗
学
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の
発
展
の
功
労
者
と
い
わ
れ
て
い
る
。
渋
沢
敬
三
は
、
そ
の
書
斎
を
「
祭
魚
洞
書
屋
」
と
命
名
し
、
主
と
し
て
民
俗
学
や
常
民
文

化
に
関
す
る
書
物
資
料
の
収
集
を
続
け
た
。

そ
の
蔵
書
の
一
部
分
が
、
現
在
、
本
学
の
所
蔵
に
帰
し
て
い
る
。
経
緯
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
元
学
長
島
田
孝
一
氏
・
本
学

元
職
員
高
木
征
三
氏
に
よ
る
文
章
が
あ
る
が
、
発
表
後
す
で
に
三
十
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
一
般
の
目
に
触
れ

る
機
会
も
少
な
い
。
こ
こ
に
、
両
氏
の
解
説
を
一
部
再
掲
す
る
こ
と
で
、
当
文
庫
の
紹
介
に
替
え
た
い
。

流
通
経
済
大
学
所
蔵
『
祭
魚
洞
文
庫
目
録
』
序（

（

（
注

こ
の
た
び
本
学
に
関
係
の
深
い
日
本
通
運
株
式
会
社
が
、
同
社
の
創
立
三
十
五
周
年
を
記
念
す
る
事
業
の
一
環
と
し
て
、

そ
の
所
蔵
に
か
か
る
書
冊
二
一･

四
四
四
点
を
、
目
録
の
印
刷
費
と
と
も
に
、
本
学
に
寄
付
さ
れ
た
。
洵
に
悦
び
に
堪
え
な

い
。
そ
れ
ら
の
書
冊
は
、
す
べ
て
故
渋
沢
敬
三
氏
が
高
邁
な
見
識
に
基
き
、
永
年
に
わ
た
り
蒐
集
せ
ら
れ
た
広
汎
な
民
族
（
マ
マ
）史

料
で
あ
っ
て
、
本
学
は
同
氏
に
因
み
、
こ
れ
を
祭
魚
洞
文
庫
と
称
し
、
永
く
図
書
館
に
架
蔵
し
て
研
究
者
の
便
に
供
し
、
か

つ
は
日
本
通
運
株
式
会
社
の
厚
意
に
報
い
、
か
つ
は
故
渋
沢
敬
三
氏
の
遺
旨
に
応
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
大
方
の
諸
賢
幸
に

こ
れ
を
諒
と
さ
れ
よ
。

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
六
日　

流
通
経
済
大
学　

学
長　

島
田
孝
一

「
祭
魚
洞
文
庫
に
つ

（
（

（
注いて
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木　

征
三

　
　
　
　

Ⅰ　

祭
魚
洞
文
庫
と
は

祭
魚
洞
文
庫
は
渋
沢
敬
三
氏
（1896

―1963

）
旧
蔵
の
図
書
、
文
献
を
い
う
。
渋
沢
敬
三
氏
は
渋
沢
栄
一
（
青
淵
）
翁
の
孫

に
あ
た
り
、
戦
後
日
本
銀
行
総
裁
・
大
蔵
大
臣
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
書
斎
を
祭
魚
洞
書
屋
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と
名
づ
け
ら
れ
て
お
ら
れ
た
。
祭
魚
洞
文
庫
の
名
称
は
こ
れ
に
由
来
し
て
い
る
。
渋
沢
敬
三
氏
は
実
業
家
・
政
治
家
と
し
て
の

業
績
の
ほ
か
に
民
族
（
マ
マ
）学
者
・
常
民
文
化
研
究
者
と
し
て
も
知
ら
れ
、
日
本
民
族
学
会
・
常
民
文
化
研
究
所
・
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー

ゼ
ア
ム
な
ど
を
創
設
運
営
し
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
研
究
・
育
成
・
資
料
文
献
の
収
集
な
ど
に
多
彩
な
活
躍
を
さ
れ
た
。

日
本
通
運
株
式
会
社
は
先
年
こ
の
祭
魚
洞
文
庫
を
渋
沢
家
か
ら
譲
り
受
け
、
現
在
こ
の
文
庫
は
流
通
経
済
大
学
図
書
館
に

保
管
さ
れ
て
い
る
。（
中
略
）
満
二
年
を
要
し
た
祭
魚
洞
文
庫
の
整
理
が
最
近
一
段
落
と
な
っ
た
の
を
機
と
し
、
以
下
に
そ

の
内
容
を
概
略
を
紹
介
す
る
。

　
　
　
　

Ⅱ　

冊
数
と
収
集
範
囲
の
特
質

本
学
で
所
蔵
し
て
い
る
祭
魚
洞
文
庫
の
総
冊
数
は
約
二
万
冊
で
あ
る
。
こ
の
数
字
は
整
理
に
あ
た
っ
て
一
冊
ご
と
に
貼
付

し
た
蔵
書
票
の
数
か
ら
割
り
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
製
本
さ
れ
て
い
な
い
逐
次
刊
行
物
（
雑
誌
な
ど
）・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
・
抜
刷
な
ど
の
小
冊
子
を
各
一
冊
と
し
て
数
え
た
結
果
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
同
一
ま
た
は
隣
接
し
た
主
題
、
さ

ら
に
は
関
連
を
欠
く
主
題
の
図
書
資
料
を
保
存
の
便
宜
上
合
綴
し
て
一
冊
と
し
た
も
の
が
お
び
た
だ
し
い
数
に
の
ぼ
っ
て
い

る
の
で
、
実
質
的
に
は
二
万
四
〇
〇
〇
～
五
〇
〇
〇
冊
の
蔵
書
数
と
考
え
ら
れ
る
。

収
集
は
い
う
ま
で
も
な
く
渋
沢
敬
三
氏
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
経
路
を
蔵
書
印
な
ど
か
ら
推
測
す
る

と
、
青
淵
翁
収
集
の
青
淵
文
庫
、
岩
田
準
一
氏
、
鹿
野
忠
雄
博
士
・
鈴
木
行
三
氏
な
ど
の
集
め
た
図
書
・
文
献
に
渋
沢
敬
三

氏
自
身
の
集
書
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
青
淵
文
庫
に
は
織
田
完
之
氏
の
旧
蔵
書
多
数
が
入
っ
て

い
る
。（
以
下
、
略
）

（『
流
通
経
済
論
集
』vol.6 N

o.2 p.129

）

両
氏
の
紹
介
に
あ
る
と
お
り
、「
祭
魚
洞
文
庫
」
は
、
渋
沢
敬
三
蔵
書
の
一
部
分
を
、
日
本
通
運
株
式
会
社
が
譲
り
受
け
、
そ
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の
後
、
流
通
経
済
大
学
に
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
流
通
経
済
大
学
図
書
館
職
員
高
木
征
三
氏
を
中
心
に
目
録
作
成
が

行
な
わ
れ
、
昭
和
四
十
八
年
に
冊
子
目
録
が
発
行
者
流
通
経
済
大
学
編
纂
者
流
通
経
済
大
学
図
書
館
の
私
家
版
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
。現

在
、
図
書
館
で
は
目
録
を
新
た
に
デ
ー
タ
化
す
る
計
画
も
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
高
木
氏
の
解
説
に
も
あ

る
と
お
り
、
蔵
書
数
が
膨
大
で
小
冊
子
や
合
綴
本
も
多
い
た
め
、
内
容
の
確
認
作
業
に
も
多
大
な
手
間
と
時
間
が
必
要
と
な
り
、

い
ま
だ
、
作
業
途
上
に
あ
る
と
い
う
。

蔵
書
内
容
は
、
高
木
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、
和
書
が
中
心
で
、
そ
の
主
流
と
な
る
分
野
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
と
い
う
。
1
、

地
方
史
に
重
点
を
置
い
た
日
本
史
と
蝦
夷
・
沖
縄
・
南
西
諸
島
な
ど
を
ふ
く
む
日
本
地
誌　

2
、
農
学
に
重
点
を
置
い
た
明
治
初

期
の
産
業
技
術
史　

3
、
日
本
民
俗
学
・
文
化
人
類
学
・
考
古
学
に
関
す
る
文
献
。
以
上
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
祭
魚
洞
文
庫
の
一
点
で
あ
る
『
百
人
一
首　
全
』
を
紹
介
す
る
が
、
文
学
関
係
の
蔵
書
は
、
高
木
氏
の
分
類
に
よ

る
主
流
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
た
め
か
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か

（
（

（
注った

。
し
か
し
、
目
録
に
よ
れ
ば
、
本
資
料
以

外
に
も
江
戸
時
代
の
版
本
を
中
心
と
し
た
国
文
学
資
料
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
詳
し
い
調
査
を
行
な
う
価
値
が
あ
る

も
の
と
考
え
る
。
祭
魚
洞
文
庫
と
祭
魚
洞
文
庫
に
お
け
る
国
文
学
資
料
へ
の
注
目
と
再
認
識
と
を
願
い
つ
つ
、
こ
こ
に
紹
介
す
る

こ
と
に
す
る
。

祭
魚
洞
文
庫
『
百
人
一
首
　
全
』
と
民
法
学
者
穂
積
重
遠
　
　

『
百
人
一
首　
全
』
に
は
「
祭
魚
洞
文
庫
」
の
ラ
ベ
ル
が
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
渋
沢
敬
三
旧
蔵
と
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
る

が
、
渋
沢
家
の
系
図
を
た
ど
る
と
百
人
一
首
蒐
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
東
京
大
学
教
授
民
法
学
者
穂
積
重
遠
に
行
き
着
く
。
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穂
積
重
遠
は
、
日
本
近
代
民
法
の
起
草
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
穂
積
陳
重
の
長
男
で
、
今
の
天
皇
の
皇
太
子
時
代
の
東
宮
大
夫
兼
東

宮
侍
従
長
で
も
あ
っ
た
。
渋
沢
敬
三
が
ど
の
よ
う
な
経
路
で
『
百
人
一
首　
全
』
を
入
手
し
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
が
、
ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
穂
積
重
遠
の
介
在
も
考
え
得
る
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
穂
積
重
遠
の
母

は
渋
沢
栄
一
の
長
女
歌
子
で
、
渋
沢
栄
一
は
自
分
の
孫
で
歌
子
の
甥
に
あ
た
る
敬
三
の
教
育
を
陳
重
歌
子
夫
妻
に
託
し
た
と
い
う
。

歌
子
を
母
と
す
る
重
遠
と
敬
三
は
い
と
こ
同
士
で
も
あ
り
、
親
交
深
い
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
（
（

（
注る

。

穂
積
重
遠
の
末
娘
で
中
世
和
歌
研
究
者
鶴
見
大
学
名
誉
教
授
の
岩
佐
美
代
子
氏
は
、
重
遠
の
百
人
一
首
蒐
集
の
思
い
出
を
以
下

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（
三
月
の
大
空
襲
）
そ
の
時
に
は
、
父
と
母
と
私
と
、
そ
れ
か
ら
幸
い
な
こ
と
に
、
兄
が
た
ま
た
ま
帰
っ
て
き
て
た
ん
で

す
。
兄
が
い
な
か
っ
た
ら
心
細
か
っ
た
け
れ
ど
ね
。
書
斎
の
続
き
の
古
い
書
庫
が
、
火
に
包
ま
れ
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
ど
こ

か
ら
か
知
ら
な
い
人
が
四
人
も
五
人
も
来
て
下
さ
っ
て
、「
穂
積
先
生
の
書
庫
を
焼
く
な
」
っ
て
、
水
を
掛
け
て
下
さ
っ
た

ん
で
す
。
だ
か
ら
私
、
一
晩
中
、
井
戸
の
ポ
ン
プ
を
押
し
続
け
に
押
し
て
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
祖
父
（
稿
者
注　

民
法
学
者

穂
積
陳
重
）
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
持
ち
帰
っ
た
古
い
本
は
助
か
り
ま
し
た
。（
中
略
）

（
四
月
十
三
日
の
空
襲
）
父
の
集
め
た
百
人
一
首
の
も
じ
り
の
本
の
蒐
集
を
、
全
部
焼
い
た
の
は
可
哀
相
で
し
た
。
そ
れ

だ
け
は
本
当
に
、
父
も
が
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。
あ
と
何
も
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
も
の
。
そ
れ
は
異
種
百
人
一
首
と
い
う

の
で
、
江
戸
時
代
に
面
白
い
板
本
が
、
い
っ
ぱ
い
出
て
る
の
ね
。
父
は
そ
う
い
う
も
の
が
、
好
き
で
し
た
か
ら
。
今
、
東
洋

大
学
と
跡
見
学
園
女
子
大
学
で
集
め
て
い
ら
し
て
、
家
に
あ
っ
た
の
と
同
じ
も
の
、
ほ
と
ん
ど
全
部
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
け
ど
、
そ
れ
に
目
を
つ
け
て
集
め
始
め
た
の
は
、
父
は
早
い
ほ
う
で
し
た
。

（『
岩
佐
美
代
子
の
眼
―
古
典
は
こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
（
（

（
注い

』
五
六
頁
～
五
九
頁
）



189

流通経済大学所蔵　祭魚洞文庫『百人一首　全』

穂
積
重
遠
の
百
人
一
首
蒐
集
は
有
名
で
、
目
録
が
『
小
倉
百
人
一
首
類
書
目
録
』（
独
律
書
屋　

大
正
十
二
年
十
二
月
）、「
百

人
一
首
物
研
究
―
蒐
集
目
録
抜
萃
―
」（
新
潮
社　

日
本
文
学
講
座
19　

昭
和
三
年
）
等
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

本
格
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
百
人
一
首
研
究
の
う
え
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
。

右
の
よ
う
な
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
渋
沢
敬
三
が
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
穂
積
重
遠
の
百
人
一
首
蒐
集
に
触
発
さ
れ
て
、
あ
る

い
は
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
、
あ
る
い
は
重
遠
の
厚
意
に
よ
っ
て
、
本
資
料
を
入
手
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

法
学
部
開
設
十
周
年
を
迎
え
た
本
学
に
、
近
代
民
法
の
先
駆
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
穂
積
重
遠
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
関
わ
っ
て
い

た
と
し
た
ら
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

百
人
一
首
絵
に
つ
い
て

百
人
一
首
絵
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
も
多
く
、
最
近
研
究
は
と
く
に
さ
か
ん
に
な
り
つ
つ
あ（
注
７
）る。

本
資
料
紹
介
に
あ
た
り
、

先
行
研
究
に
導
か
れ
、
百
人
一
首
絵
に
つ
い
て
以
下
に
概
観
し
、
本
資
料
の
位
置
づ
け
の
手
が
か
り
と
し
た
い
。

百
人
一
首
の
「
絵
」
と
い
う
と
、
か
る
た
の
読
み
札
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
像
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
か
る
た
絵
が
始
ま
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
、
歴
史
は
比
較
的
新
し
い
。
百
人
一
首
絵
の
源
流
は
、
鎌
倉
時

代
に
成
立
し
た
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
の
よ
う
な
歌
仙
絵
や
時
代
不
同
歌
合
絵
に
遡
る
。
時
代
不
同
歌
合
絵
は
現
在
完
本
が
な
い

が
、
三
十
六
歌
仙
絵
は
多
く
の
伝
本
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
は
、
歌
仙
絵
と
歌
人
の
代
表
歌
と
略
伝
が
付
さ
れ
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
絵
と
歌
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
歌
仙
絵
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
あ
た
り
か
ら
流
行
し
は
じ
め
た
と
考
え
ら
れ
、
伝
藤
原
俊
成
筆
に
よ
る
歌
仙
絵
も
そ
の

頃
ま
で
に
描
か
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
百
人
一
首
絵
は
、
鎌
倉
時
代
末
か
ら
室
町
時
代
初
め
頃
に
、
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藤
原
定
家
選
百
人
一
首
を
も
と
に
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
、
現
在
の
研
究
者
の
見
解
で
あ
る
。
百
人
一
首
が
絵

を
と
も
な
っ
て
い
た
も
の
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
百
人
一
首
と
百
人
一
首
絵
の
関
係
に
つ
い
て
、
百
人
一
首
絵

の
成
立
は
百
人
一
首
成
立
と
ほ
ぼ
同
時
と
見
る
説
が
多
い
。
吉
海
直
人
氏
は
、「
こ
う
い
っ
た
伝
承
は
、
鎌
倉
期
以
降
の
三
十
六

歌
仙
絵
の
流
行
の
中
で
醸
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
近
世
初
期
の
歌
仙
絵
入
百
人
一
首
版
本

が
誕
生
し
た
と
推
測
し

（
（

（
注たい

」
と
さ
れ
る
。

江
戸
時
代
の
百
人
一
首
絵
は
、
森
暢
氏
の
分
（
（

（
注類
を
中
心
に
ま
と
め
る
と
、
代
表
的
な
も
の
は
以
下
の
三
系
統
に
分
類
さ
れ
る
。

1　

東
洋
文
庫
蔵
角
倉
素
庵
（
一
五
七
一
～
一
六
三
二　

了
以
の
長
男
）
筆
版
本
（
以
下
、「
素
庵
本
」）

　

元
和
・
寛
文
前
半
頃
（
十
七
世
紀
前
半
）
成
立
の
版
本
。
歌
と
歌
仙
絵
。

　

以
後
の
百
人
一
首
歌
仙
絵
の
構
図
の
基
本
に
な
っ
た
。

　
（
島
津
忠
夫
氏
訳
注
『
新
版
百
人
一
首
』（
角
川
文
庫
）
に
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。）

2　

菱
川
師
宣
絵
入
注
釈
「
百
人
一
首
像
讃
抄
」（
延
宝
六
年
〈
一
六
七
八
年
〉
版
本
）　
（
以
下
、「
像
讃
抄
」）

　

細
川
幽
斎
の
注
釈
に
菱
川
師
宣
の
歌
仙
絵
を
ふ
く
む
挿
絵
を
付
し
た
絵
入
注
釈
書
。

　

も
っ
と
も
広
く
流
布
し
た
版
本
の
百
人
一
首
絵
の
系
統
と
い
わ
れ
る
。

　

基
本
的
に
は
素
庵
本
の
絵
に
似
る
が
、
異
な
る
部
分
も
見
ら
れ
る
。

　
（
刊
本
に
、
版
本
文
庫
9
『
百
人
一
首
像
讃
抄
』
上
・
中
・
下 
昭
和
五
十
年　

国
書
刊
行
会
が
あ
る
。）　　
　
　

3　

長
谷
川
光
信
筆
本
（
書
名
不
明　
「
光
信
本
」
と
称
さ
れ
る　

享
保
十
二
年
〈
一
七
二
七
年
〉
版
本
）（
以
下
、「
光
信
本
」）

　

女
性
向
の
往
来
物　
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（
伝
本
は
、
花
月
文
庫
蔵
本
の
一
本
の
み
。）

な
お
、
江
戸
時
代
半
ば
以
降
に
な
る
と
、「
光
琳
か
る
た
」
な
ど
が
現
わ
れ
、
百
人
一
首
絵
や
百
人
一
首
か
る
た
絵
は
大
流
行

し
、
内
容
も
体
裁
も
多
種
多
様
な
か
た
ち
に
な
っ
て
い
く
が
、
ほ
と
ん
ど
が
右
の
三
本
の
い
ず
れ
か
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ

る
こ
と
も
、
先
行
研
究
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
述
べ
て
お
き
た
い
。

祭
魚
洞
文
庫
『
百
人
一
首
　
全
』
に
つ
い
て

は
じ
め
に
書
誌
を
記
し
て
お
く
。

　
　

書
誌　

蔵
書
目
録
番
号　
『
流
通
経
済
大
学
蔵　

祭
魚
洞
文
庫
目
録
』
７
２
１
・
８
―

７　

袋
綴
（
四
つ
目
）　

白
絹
糸
綴
（
新
し
い　

改
装
か
）　　

一
冊　

淡
彩
刷　

版
本　

縦
二
十
七･

五
㎝　

横
二
十･

一
㎝

奥
付
・
刊
記
・
柱
・
版
元
等
の
記
載
な
し

表
紙　

薄
茶
色
鳥
の
子
紙
表
紙
。
雲
母
刷
で
二
重
格
子
梅
枝
紋

題
箋　

縦
十
九･

〇
㎝　

横
四･

九
㎝　

鳥
の
子
紙
金
箔
散

　
　
　

中
央
に
題
箋
「
百
人
一
首　
全　

鳥
井
清
長
画
」（
墨
書
）

見
返
し　

楮
紙
厚
様

一
オ　

右
上
に
「
祭
魚
洞
文
庫
１
６
６
０
２
」
の
ラ
ベ
ル

一
オ　

下
に
「
清
長
百
人
一
首
」（
墨
書　

題
箋
と
同
筆
）
の
付
箋
（
楮
紙
薄
様　

縦
六･

四
㎝　

横
三･

三
㎝
）
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本
紙　

墨
付
四
十
九
丁　
（
十
三
丁
目
の
一
丁
欠
落
）

　
　
　

楮
紙
厚
様　

全
丁
同
質
紙　

　
　
　

各
丁
表
・
裏
に
、
百
人
一
首
絵
が
百
人
一
首
の
順
序
で
刷
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

本
紙
下
半
分
に
歌
仙
絵
の
み
。
歌
な
し
。

　
　
　

各
人
物
像
に
は
、
本
紙
端
に
人
名
が
刷
ら
れ
た
付
箋
（
楮
紙
薄
様　

縦
六
㎝
×
横
二･

三
㎝
前
後
）
あ
り
。

状
態　

上
部
虫
損
あ
り
。
絵
が
描
か
れ
て
い
る
下
半
分
は
ほ
と
ん
ど
虫
損
な
し
。

　
　
　

全
体
と
し
て
は
、
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。

　
　
　

�

一
ウ
・
二
オ
・
二
ウ
の
三
人
は
（
天
智
天
皇
・
持
統
天
皇
・
柿
本
人
麿
）
は
、
図
様
を
て
い
ね
い
に
切
り
取
っ
た
も
の
を

貼
付
し
て
あ
る
。
紙
質
は
本
紙
と
同
紙
。

大
本
で
あ
る
こ
と
、
表
紙
の
雲
母
刷
の
状
態
が
良
好
で
あ
る
こ
と
、
文
様
は
二
重
格
子
の
あ
い
だ
に
梅
の
花
を
つ
け
た
枝
が
か

ら
ん
で
い
る
様
子
を
描
い
た
も
の
で
、
表
紙
全
体
に
刷
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
本
紙
の
歌
仙
絵
は
淡
彩
刷
で
、
衣
裳
の
文
様
な
ど
が

き
わ
め
て
丹
念
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
総
合
す
る
と
、
所
蔵
者
が
偲
ば
れ
る
良
質
の
版
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
資
料
は
、
既
述
の
と
お
り
「
百
人
一
首
」
と
は
言
い
な
が
ら
、
じ
つ
は
、
百
人
一
首
の
歌
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
百
人
一
首

作
者
の
姿
絵
、
い
わ
ゆ
る
歌
仙
絵
が
歌
の
順
序
に
従
っ
て
本
紙
半
丁
の
下
半
分
に
淡
彩
を
付
し
て
刷
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

百
人
一
首
研
究
の
分
類
で
は
、
百
人
一
首
絵
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
般
的
に
は
、
百
人
一
首
絵
に
分
類
さ
れ
て
い

る
も
の
に
は
百
人
一
首
「
歌
」
が
併
せ
て
書
か
れ
て
い
る
。
ま
っ
た
く
の
絵
の
み
と
い
う
も
の
は
、
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
見

当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
湯
澤
賢
之
助
氏
の
労
作
『
近
世
出
版
百
人
一
首
書
目
集
成
』（
注
7
参
照
）
は
、「『
百

人
一
首
』
の
範
疇
に
入
る
も
の
一
七
二
〇
余
を
集
成
し
」
た
も
の
で
、
書
誌
・
編
者
な
ど
の
情
報
と
と
も
に
内
容
も
整
理
し
て
示
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さ
れ
て
い
る
。
粗
い
調
査
で
は
あ
る
が
、
同
書
を
検
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
歌
仙
絵
の
み
の
百
人
一
首
と
い
う
記
載
は
み
あ
た
ら
な

い
。ま

た
、
藤
田
洋
（
（（

（
注治

氏
は
、「
往
来
物
の
中
で
は
従
来
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
版
本
『
百
人
一
首
』
を
採
り
上

げ
、（
中
略
）
主
に
女
子
を
対
象
と
し
た
教
養
の
内
容
が
近
世
期
と
い
う
時
代
の
中
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
を
考
察

す
る
」
に
あ
た
り
、
絵
入
百
人
一
首
を
以
下
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
こ
こ
で
い
う
『
絵
入
百
人
一
首
』
版
本

と
は
、
写
本
や
注
釈
書
、
書
道
用
手
本
を
除
い
た
、
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
「
百
人
一
首
の
歌
・
作
者
名
・
作
者
絵
」」
を
載

せ
た
も
の
を
い
う
。
一
応
書
道
の
手
本
の
体
裁
を
取
り
な
が
ら
、
歌
人
の
肖
像
画
を
入
れ
、
上
段
に
小
さ
な
作
品
や
教
訓
を
な
ど

を
掲
載
し
て
い
る
一
方
で
、
百
人
一
首
の
歌
に
関
し
て
注
釈
や
訳
文
を
付
さ
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
」
と
い
う
説
明
で
あ
る
。
と

す
れ
ば
、
本
資
料
は
、「
絵
入
百
人
一
首
」
の
定
義
か
ら
も
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
。

題
箋
に
は
「
鳥
井
清
長
画
」
と
あ
る
。
奥
書
も
な
く
無
刊
記
の
た
め
、
そ
の
当
否
も
不
明
で
あ
る
。
狭
い
範
囲
の
調
査
で
は
あ

る
が
、
版
本
百
人
一
首
絵
の
絵
師
を
調
査
し
た
結
果
、
鳥
居
清
長
画
の
版
本
は
該
当
す
る
も
の
が
み
つ
か
ら
な
い
。
湯
澤
氏
の
分

類
に
よ
れ
ば
、
画
工
名
が
逐
一
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
芝
居
百
人
一
首
（
＝
『
古
今
四
場
居
百
人
一
首
』
元
禄
六
年
一
六
九
三
年

＝
異
種
百
人
一
首
の
一
種
）」（
同
書
一
〇
〇
頁
）
に
「
鳥
居
清
信
画
」
と
あ
る
の
が
唯
一
の
鳥
居
派
の
画
工
で
、
清
長
は
見
当
た

ら
な
い
。
な
お
、「
芝
居
百
人
一
首
」
は
、
内
題
に
「
元
禄
六
年
」（
一
六
九
三
年
）
と
あ
り
、
こ
の
場
合
の
「
清
信
」
は
、
享
保

十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
逝
去
し
た
初
代
鳥
居
清
信
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
清
長
は
、
鳥
居
派
四
代
目
を
継
ぎ
、
清
長
様
式
と

い
わ
れ
る
美
人
画
で
知
ら
れ
る
画
家
で
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
五
十
九
歳
で
逝
去
し
て
い
る
。『
百
人
一
首　
全
』
が

清
長
の
画
に
な
る
も
の
と
す
れ
ば
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
は
じ
め
す
な
わ
ち
文
化
文
政
頃
の
版
本
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。　
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祭
魚
洞
文
庫
『
百
人
一
首
　
全
』
の
特
徴

先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
百
人
一
首
絵
の
図
様
は
し
ば
し
ば
問
題
に
さ
れ
て
き
た
。
島
津
忠
夫
氏
は
、
柿
本
人
麿
像
が
佐
竹
本

三
十
六
歌
仙
絵
以
来
の
独
特
の
図
様
を
伝
統
的
に
継
承
し
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
を
例
に
あ
げ
、
百
人
一
首
絵
の
図
様
に
は｢

素

庵
本
」
や
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
ひ
と
つ
の
固
有
の
型
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ

（
（（

（
注れた

。
ま
た
、
吉
海
直
人
氏

は
、
持
統
天
皇
の
図
様
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
大
変
多
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
（
（（

（
注る
。
そ
の
他
先
行
研
究
に
よ
り
、
崇
徳
院
の
座

る
畳
が
繧
繝
縁
（
天
皇
用
）
高
麗
縁
（
臣
下
用
）
か
、
ま
た
は
畳
な
し
か
と
い
う
問
題
や
、
祐
子
内
親
王
家
紀
伊
な
ど
一
部
の
女

性
歌
人
が
女
房
で
あ
り
な
が
ら
内
親
王
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
は

素
庵
本
等
を
踏
襲
し
て
い
る
百
人
一
首
絵
で
あ
る
が
、
時
代
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
容
が
お
こ
り
、
そ
の
変
容
の
あ
り
か
た
に

よ
っ
て
、
百
人
一
首
絵
の
系
統
が
み
え
て
き
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
本
学
の
『
百
人
一
首　
全
』
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
す
べ
て
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
お
こ
な
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
い
く
つ
か
の

事
例
を
と
り
あ
げ
て
、｢

素
庵
本
」｢

像
讃
抄
」
を
主
と
し
、
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
・
光
琳
か
る
た
・
狩
野
探
幽
筆
「
新
三
十
六

歌
仙
画
帖
」（
国
立
東
京
博
物
館
蔵
）
の
図
様
等
も
適
宜
参
照
し
な
が
ら
比
較
す
る
こ
と
で
、
本
資
料
の
特
徴
を
探
っ
て
み
た
い
。

天
智
天
皇

本
資
料
の
天
智
天
皇
像
は
、
繧
繝
縁
の
畳
に
垂
纓
束
帯
姿
で
す
わ
り
、
御
簾
が
胸
の
あ
た
り
ま
で
巻
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
図
様

で
あ
る
。
御
簾
を
と
お
し
て
顔
が
は
っ
き
り
見
え
る
。
顔
は
や
や
左
向
き
で
あ
る
。

本
資
料
で
は
、
天
皇
（
天
智
天
皇
・
持
統
天
皇
・
光
孝
天
皇
）
は
、
左
頁
に
掲
げ
た
よ
う
な
図
様
で
描
か
れ
る
。
他
の
資
料
で
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御
簾
が
描
か
れ
る
の
は
、
狩
野
探
幽
画
「
百
人
一
首
画
帖
」（
以
下
、「
探
幽
本
」）（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
の
み
で
あ
る
。
し
か

し
、「
探
幽
本
」
の
図
様
は
、
畳
や
衣
冠
の
描
か
れ
方
が
本
資
料
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
本
資
料
は｢

素
庵

本
」｢
光
信
本
」
に
近
い
。
も
っ
と
も
雰
囲
気
が
近
い
の
は｢

光
信
本
」
で
、
と
く
に
束
帯
の
広
が
り
か
た
は
良
く
似
て
い
る
。
し

か
し
、
い
ず
れ
の
資
料
に
も
御
簾
は
描
か
れ
ず
、
本
資
料
特
有
の
意
匠
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
院
（
陽
成
院
・
三
条
院
・
順
徳

院
・
後
鳥
羽
院
）
は
繧
繝
縁
の
畳
に
す
わ
る
が
、
御
簾
は
描
か
れ
な
い
。

持
統
天
皇

持
統
天
皇
像
は
、
既
述
の
と
お
り
図
様
の
変
容
が
顕
著
で
あ
る
。
本
資
料
で
は
、
垂
髪
唐
衣
姿
で
繧
繝
縁
の
畳
に
す
わ
り
、
几

帳
が
配
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
天
智
天
皇
と
同
様
に
御
簾
が
胸
の
あ
た
り
ま
で
巻
き
上
げ
ら
れ
た
状
態
で
描
か
れ
る
。
御
簾
越
し
の

顔
は
は
っ
き
り
描
か
れ
る
（
左
頁
参
照
）。
持
統
天
皇
像
で
御
簾
が
描
か
れ
る
も
の
に
冷
泉
為
恭
画
「
聯
珠
百
人
一
首
」
が
あ
る
。

御
簾
越
し
に
姿
が
見
え
る
点
で
は
本
資
料
に
近
い
が
、「
聯
珠
百
人
一
首
」
の
像
は
唐
様
（
髪
上
げ
姿
で
団
扇
を
も
つ
）
で
御
簾

は
全
体
に
お
り
て
い
る
な
ど
、
全
体
の
図
様
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。

｢

素
庵
本
」｢

像
讃
抄
」「
光
琳
か
る
た
」
な
ど
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
か
る
た
の
持
統
天
皇
像
は
、
す
べ
て
垂
髪
唐
衣
姿
（
裳

は
着
け
て
い
な
い
）
で
几
帳
を
配
し
て
い
る
。
な
お
、
几
帳
は
、
歌
仙
絵
で
は
高
貴
な
女
性
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と

の
指
（
（（

（
注摘

が
あ
る
。
そ
の
他
、
吉
海
直
人
氏
に
よ
れ
ば
、
宝
冠
を
着
け
た
姿
で
描
か
れ
た
も
の
も
明
治
時
代
に
は
現
わ
れ
、
天
皇
の

即
位
式
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
任
天
堂
か
る
た
は
『
聯
珠
百
人
一
首
』
の
影
響
を
感

じ
さ
せ
る
唐
様
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
持
統
天
皇
像
は
現
代
に
い
た
る
ま
で
図
様
の
変
容
が
大
き
い
事
が
う
か
が
わ

れ
る
。

以
上
か
ら
す
る
と
、
本
資
料
の
持
統
天
皇
像
は
、
衣
裳
や
繧
繝
縁
の
畳
に
座
る
姿
や
几
張
を
配
し
て
い
る
点
で
は｢

素
庵
本
」
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以
下
の
図
様
に
近
い
が
、
御
簾
が
途
中
ま
で
巻
き
上
が
っ
た
状
態
で
描
か
れ
て
い
る
点
に
特
異
性
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

柿
本
人
麿

人
麿
の
図
様
に
つ
い
て
は
、
先
の
島
津
忠
夫
氏
の
ご
指
摘
ど
お
り
、
定
型
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
に

み
ら
れ
る
特
有
の
図
様
（
萎
烏
帽
子
に
直
衣
姿
、
左
向
き
で
右
ひ
ざ
を
立
て
、
右
手
に
筆
左
手
に
紙
を
持
つ
）
が
伝
統
的
に
継
承

さ
れ
て
き
た
。｢
素
庵
本
」｢

像
讃
抄
」｢

光
信
本
」
等
も
筆
や
紙
は
持
た
な
い
が
基
本
的
に
は
同
図
様
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
本

資
料
の
人
麿
も
筆
や
紙
は
持
た
な
い
が
、
全
体
の
図
様
は
定
型
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
伝
統
的
図
様
の
継
承
が
本
資
料
に
も
認
め

ら
れ
る
こ
と
の
一
例
で
あ
る
。

清
少
納
言

本
資
料
の
清
少
納
言
像
は
、
や
や
左
向
き
な
が
ら
も
正
面
を
向
い
た
座
像
で
あ
る
。
裳
唐
衣
姿
で
右
手
に
桧
扇
を
開
い
て
持
ち
、

顔
の
下
半
分
を
隠
し
て
い
る
。
し
か
し
、
顔
は
目
鼻
の
部
分
は
は
っ
き
り
み
え
て
い
る
。
百
人
一
首
絵
の
清
少
納
言
は
見
返
り

美
人
姿
ま
た
は
横
向
き
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
は
清
少
納
言
が
あ
ま
り
美
し
く
な
か
っ
た
た
め
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

真
偽
の
程
は
不
明
で
あ
る
。｢

素
庵
本
」｢

像
讃
抄
」「
光
琳
か
る
た
」「
任
天
堂
か
る
た
」
等
は
見
返
り
美
人
姿
で
あ
る
。
そ
う
し

た
な
か
で
、「
探
幽
本
」
は
、
久
下
裕
利
氏
の
描
写
を
借
用
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。「
正
面
に
座
し
て
顔
を
斜
め
右
上
に

あ
げ
、
同
じ
方
向
に
視
線
を
投
げ
か
け
、
そ
れ
と
対
角
線
に
交
わ
る
支
点
と
な
る
よ
う
に
右
袖
か
ら
開
き
持
っ
た
檜
扇
が
描
か
れ

て
い
る
。
そ
の
左
右
の
袖
口
を
前
面
に
押
し
広
げ
た
上
半
身
の
姿
態
は
、
佐
竹
本
中
務
図
と
酷
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
務
は
百

人
一
首
に
選
ば
れ
な
い
ゆ
え
の
転
用
と
み
る
べ
き
で
あ

（
（（

（
注ろう
」。
本
資
料
の
図
様
は
久
下
氏
の
描
写
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
伝
統
的
図

様
か
ら
逸
脱
し
た
正
面
像
と
し
て
描
か
れ
る
。
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
や
「
探
幽
本
」
の
系
譜
に
連
な
る
と
い
え
よ
う
か
。
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崇
徳
院

崇
徳
院
像
は
問
題
の
あ
る
図
様
と
し
て
先
行
研
究
で
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
問
題
の
中
心
は
崇
徳
院
を
天

皇
と
し
て
扱
っ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
吉
海
直
人
氏
の
整
理
に
し
た
が
っ
て
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

｢

素
庵
本
」
で
は
天
皇
は
繧
繝
縁
の
畳
に
座
っ
て
い
る
が
、
崇
徳
院
だ
け
は
「
畳
な
し
」
で
座
っ
て
い
る
。「
道
勝
法
親
王
か
る

た
」
で
は
臣
下
用
の
高
麗
縁
の
畳
に
座
っ
て
い
る
。｢

像
讃
抄
」
で
は
繧
繝
縁
の
畳
に
座
り
、
江
戸
中
期
以
降
現
代
に
い
た
る
ま

で
繧
繝
縁
が
続
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
畳
の
有
無
や
種
類
か
ら
、
崇
徳
院
の
扱
い
が
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
様
子
が
浮

か
び
あ
が
る
の
で
あ
る
。

本
資
料
の
崇
徳
院
像
は
、
垂
纓
束
帯
姿
で
高
麗
縁
の
畳
に
座
る
。
御
簾
も
付
さ
れ
て
い
な
い
。
崇
徳
院
は
天
皇
や
院
と
は
明
ら

か
に
異
な
る
扱
い
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

以
上
、
五
点
の
図
様
に
つ
い
て
、
他
資
料
と
の
比
較
で
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
人
麿
の
よ
う
に
伝
統
的
図
様
を
継
承
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
他
の
四
点
の
よ
う
に
異
な
る
図
様
を
有
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
稿
者
の
粗
粗
の
調
査
（
素
庵
本
・
像
讃

抄
本
・
光
琳
か
る
た
と
の
比
較
）
に
よ
れ
ば
、
本
資
料
は
、
図
様
の
左
右
の
反
転
等
も
含
め
る
と
全
体
と
し
て
は
約
半
数
が
伝
統

的
図
様
の
踏
襲
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
々
に
み
て
く
る
と
、
天
皇
に
は
御
簾
が
描
か
れ
る
（
御
簾
は
途
中
ま
で
巻
き
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
顔
は
透
け
て
見
え
る
。）
こ
と
、
儀
同
三
司
母
が
立
膝
の
よ
う
に
描
か
れ
る
こ
と
な
ど
、
他
資
料
と
は
異
な
る
特
有
の
図

様
も
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
資
料
の
図
様
に
は
伝
統
的
図
様
の
踏
襲
も
み
ら
れ
る
が
、
独
自
の
図
様
の
も
の
も
あ
り
、
種
々

の
系
統
の
図
様
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

本
資
料
に
は
他
に
も
問
題
と
す
べ
き
図
様
が
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣
（
忠

通
）」「
入
道
前
太
政
大
臣
（
公
経
）」
の
よ
う
に
「
入
道
」
が
冠
せ
ら
れ
た
人
物
は
法
体
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
（
管
見
の
限
り

他
資
料
に
は
見
当
た
ら
な
い
）、
左
京
大
夫
道
雅
が
衣
冠
束
帯
姿
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
（
他
資
料
で
は
武
官
姿
）
な
ど
で
あ
る
。

先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
祐
子
内
親
王
家
紀
伊
や
式
子
内
親
王
な
ど
女
性
の
図
様
に
つ
い
て
も
比
較
検
討
す
べ
き
例
が
多
い
。

本
稿
で
は
と
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
個
々
の
図
様
に
つ
い
て｢

素
庵
本
」｢

像
讃
抄
」
等
と
の
詳
細
な
比
較
検
討
が
求
め
ら

れ
よ
う
。
し
か
し
、
紙
幅
も
尽
き
た
。
本
稿
で
は
『
百
人
一
首　
全
』
の
概
要
紹
介
に
と
ど
め
、
全
体
の
検
討
に
つ
い
て
は
後
稿

を
期
す
こ
と
と
し
た
い
。

注
注
1　

百
人
一
首
絵
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
先
行
研
究
を
参
照
し
た
。

　
　

・
島
津
忠
夫
氏　
「
百
人
一
首
成
立
の
背
景
―
歌
仙
絵
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
国
語
国
文
』
昭
和
三
十
七
年
十
月

　
　

・
島
津
忠
夫
氏
訳
注　
『
新
版　

百
人
一
首
』　

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫　

昭
和
四
十
四
年
初
版

　
　

・
森
暢
氏　
「
百
人
一
首
絵
に
つ
い
て
」『
別
冊
太
陽　

百
人
一
首
』
一
九
七
二
年
十
二
月

　
　

・
森
暢
氏　
「
百
人
一
首
絵
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』　

昭
和
五
十
八
年
一
月

　
　

・「
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
蔵　

百
人
一
首
関
係
文
献
目
録
」　

大
阪
市
立
図
書
館　

昭
和
五
十
一
年
三
月

　
　

・
西
本
周
子
氏
「
美
術
史
か
ら
見
た
百
人
一
首
」『
別
冊
国
文
学　

百
人
一
首
必
携
』N

o.17　

昭
和
五
十
七
年
二
月　

学
燈
社

　
　

・�

有
吉　

保
氏　
「
百
人
一
首
絵
入
注
釈
本
に
つ
い
て
―
新
出
資
料
「
三
略
抄
」
を
中
心
に
―
」　
『
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査
報
告
』
第
九
号　

昭

和
六
十
三
年
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・
跡
見
学
園
短
期
大
学
図
書
館
編
『
百
人
一
首
展
図
録
』　

平
成
二
年
九
月

　
　

・
井
上
宗
雄
氏
村
松
友
視
氏　
『
新
潮
古
典
文
学
ア
ル
バ
ム
11　

百
人
一
首
』　　

平
成
二
年
十
二
月　

新
潮
社

　
　

・
松
村
雄
二
氏　
『
セ
ミ
ナ
ー　

原
典
で
読
む
6　

百
人
一
首
』
国
文
学
研
究
資
料
館
編　

平
成
七
年　

平
凡
社

　
　

・
吉
海
直
人
氏　
「「
百
人
一
首
」
と
か
る
た
絵
」　
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
平
成
十
年
八
月

　
　

・
吉
海
直
人
氏　
『
百
人
一
首
へ
の
招
待
』　

ち
く
ま
新
書　

平
成
十
年
十
二
月

　
　

・
吉
海
直
人
氏　
『
だ
れ
も
知
ら
な
か
っ
た
〈
百
人
一
首
〉』　

平
成
二
十
年
一
月　

春
秋
社

　
　

・
久
下
裕
利
氏　
「
探
幽
歌
仙
絵
盗
作
事
件
」『
学
苑
』
第
八
一
九
号　

平
成
二
十
一
年
一
月

注
2　

流
通
経
済
大
学
所
蔵
『
祭
魚
洞
文
庫
目
録
』　

昭
和
四
十
八
年
二
月
一
日　

流
通
経
済
大
学
私
家
版

注
3　

高
木
征
三
氏　
「
祭
魚
洞
文
庫
に
つ
い
て
」『
流
通
経
済
論
集
』vol.6 N

o.2

（
一
九
七
一
年
六
月
）p.129　
（
な
お
、
こ
の
段
階
で
は
、
カ
ー
ド

目
録
作
成
と
分
類
ラ
ベ
ル
貼
付
作
業
が
終
了
し
た
だ
け
で
、
冊
子
目
録
は
ま
だ
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。）

注
4　

一
九
九
〇
年
代
初
め
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
よ
る
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

注
5　

佐
野
眞
一
氏　
『
渋
沢
家
三
代
』　　

文
春
新
書　

平
成
十
年

注
6　

岩
佐
美
代
子
氏　
『
岩
佐
美
代
子
の
眼
―
古
典
は
こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い
―
』　

平
成
二
十
二
年　

笠
間
書
院

　
　
　

岩
佐
美
代
子
氏　
『
宮
廷
の
春
秋
』（
平
成
十
年　

岩
波
書
店
）
に
も
、
穂
積
家
に
お
け
る
大
正
昭
和
期
の
家
庭
に
お
け
る
百
人
一
首
を
は
じ
め

と
す
る
古
典
文
学
享
受
の
様
相
が
活
写
さ
れ
る
。

注
7　

湯
澤
賢
之
助
氏
編
『
近
世
出
版
百
人
一
首
書
目
集
成
』（
平
成
六
年　

新
典
社
）、
吉
海
直
人
氏
編
『
百
人
一
首
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
平
成
八

年　

お
う
ふ
う
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

注
8　

吉
海
直
人
氏　
「「
百
人
一
首
」
と
か
る
た
絵
」　
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
平
成
十
年
八
月

注
9　

森
暢
氏　
「
百
人
一
首
絵
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』　

昭
和
五
十
八
年
一
月

注
10　

藤
田
洋
治
氏　
「
版
本
『
絵
入
百
人
一
首
』
の
合
刻
作
品
―
近
世
期
女
子
教
養
書
と
し
て
―
」　
『
東
京
成
徳
短
大
人
文
教
養
研
究
22
』
一
九
九
五
年

注
11　

島
津
忠
夫
氏　
「
百
人
一
首
成
立
の
背
景
―
歌
仙
絵
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
国
語
国
文
』
昭
和
三
十
七
年
十
月
。
以
下
、
本
項
目
の
島
津

氏
の
指
摘
は
す
べ
て
同
論
考
に
よ
る
。

注
12　

吉
海
直
人
氏
は
、『
だ
れ
も
知
ら
な
か
っ
た
〈
百
人
一
首
〉』（
平
成
二
十
年
一
月　

春
秋
社
）
の
な
か
で
、「
か
る
た
の
歌
仙
絵
の
中
で
、
持
統
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天
皇
ほ
ど
さ
ま
ざ
ま
な
姿
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
は
他
に
い
ま
せ
ん
。」（
一
〇
二
頁
）
と
指
摘
す
る
。
以
下
、
本
項
目
の
吉
海
氏
の
指
摘
は
同
書

に
よ
る
。

注
13　

岩
坪
健
氏　
「
源
氏
絵
に
お
け
る
几
帳
の
役
割
に
つ
い
て
―
国
宝
源
氏
物
語
絵
巻
と
土
佐
派
、
版
本
」『
平
安
文
学
の
新
研
究
―
物
語
絵
と
古
筆

切
を
考
え
る
』
新
典
社　

平
成
十
八
年

注
14　

久
下
裕
利
氏　

注
1
に
同
じ
。

補
記　

�

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
百
人
一
首
に
つ
い
て
故
井
上
宗
雄
氏
と
寺
島
恒
世
氏
に
ご
教
示
賜
っ
た
。
ま
た
、
資
料
閲
覧
及
び

祭
魚
洞
文
庫
に
つ
い
て
流
通
経
済
大
学
図
書
館
と
本
学
図
書
館
職
員
宮
本
二
三
子
氏
・
石
坂
正
男
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。


